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研究テーマ

　細胞性粘菌を用いた発生の遺伝子支配に関する研究

研究概要

細胞性粘菌は土壌中の真核生物で、通常は単細胞のア

メーバとしてバクテリアを捕食しながら分裂増殖してい

るが、飢餓状態になると集合してた細胞体を形成して胞

子と柄細胞に分化する。また、過剰な水分と遮光された

条件下では、有性生殖を行う（左図参照）。我々の研究

室ではこのように興味深い細胞性粘菌を発生分化のモデ

ル生物と位置づけて、環境に応じた生存戦略を可能にす

る遺伝子システムの研究を行っている（右図参照）。具

体的には、配偶子間相互作用に関わる遺伝子の網羅的探

索とその機能解析、cDNA の大量解析をもとにした発生

過程における遺伝子ネットワークの解析の二つを研究課

題としている。
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